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丹沢山堂平の崩壊地植生とその表層移動

On　the　Landshde　Co搬mu譲ities　and　Surface　Movement　i難Doudalra，　Mt．Tanzawa

浅見　和弘＊㌦奥田　重俊＊＊

Kazuhiro　AsAMI料and　ShigetOshi　OKu至）ぺ半

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　Lands圭ide　communltles　and　the　movement　ofもhe　surface　layer　were　studied　ilユDou－

daira，　Mt，Tanzawa，　centra1ぬpan．　In　this　d重＄trict，1andsiide　communities　have　been

classified　into　four　types；Agros乙ごsα♂わαstand（A），Cごr8ご。－Cα配ραzz㏄♂θ乙αη2ん。π（メ。θノレ

s‘sもypica／subassociation（Ba），（〕ごrs∠o－CωηPαπ副αωηzん。几（ガ。θπsごs　subassociati（）n

of、Rμわμsぎ〃θcθわros昆8（Bb），andムθωcosceρ乙rαη／ノαρo隔。届ηz　f．わαノ・δぬθrびθ一Deα‘蕊α

crθπαごαcommunity（C）．CQmmunity　A　is　mainly　found　on　slopes　where　revegetatio1ユ

has　been　carrie（i　out；the　otherもypes　are　fo雛nd　on　natural　slopes．　The（圭uantity　ofsur－

face　Inovernent　in　each　comrnunity　on　natural＄lopes　has　a　tendency　む。　decrease，　in

the　order　Ba＞Bb＞C，夏t　is　shown　that　the　types　of　appearance　in　landsMe　communi－

ties　strongly　depend　on　surface　d圭sturbances．

1．はじめに

　急峻な地形の多いわが国には，斜薩崩壊の起こりや

すい急斜面が広く分布している。崩壊斜面の植生と立

地を研究した事例としては，木本植物の分布パターン

と微地形との関係を報告したSakai＆Ohsawa

（1993，1994）や，樹木変形を地表変動の指標として

まとめた東（1979）の報告，シラス崖の植生を調査し

た春山ら（1975）などがある。一方，本州山地帯の崩

壊地植生は，植物枇会学的に草本群落のフジアザミー

ヤマホタルブクロ群集（宮脇ら，1964），イワニガナー

アブラシバ群集（村上，1984），ヤマハハコーヤマブ

キショウマ群集（大場・菅原，198のなどが報告され

ている。これらは崩壊地などの不安定立地に生育する

持続群落であるが，生育立地の環境については定性的

にふれられてはいるが，表層移動の観点から定鍛的に

植生と生育立地の関係を調べた報告はみあたらない。

　丹沢山の堂平（海抜高度約1，100m）は中津川支流

塩水川の源頭部に位置し，沢沿い約2001γ｝にわたり崩
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斜面がみられる。崩壊のとくに著しい斜面については，

1984～i986，1992～1993年に神奈lii県によって緑

化工事がなされているが，小規模な崩壊は現在も続い

ている。本研究では，こうした不安定立地．．i．の植物群

落と，表層移動による擬乱との関係を定量的に把握す

ることを目的として実施した。

　本調査をまとめるにあたり，本学環境科学研究セン

ターの大野啓一助教授および神奈川県東部治山事務所

には多大な便宜をはかって戴いた。さらに，現地調査

では，本学大学院研究科学生阿部聖哉氏と晶野智之氏

の協力を得た。ここに記して深く感謝します。

2．調査方法

　調査は崩壊の影響のあると考えられる斜面と緑化法

面の草本植生および低木植生に限定し，調査地周辺に

広く分布するブナ林やスギ植林は対象としなかった。

調査地の地質は砂礫層とローム顯からなり，浸食によ

り形成された露頭が谷沿いに観察できる。北村（ig91）

は崩壊現象を娃っに分類しているが，調査地の露頭は

このうちの滞積土の崩壊で形成されたと考えられ，表

層は現在も小規模な崩壊がみられる。

　植生調査は1993年10月20～21Elの21＝1，さらに

1994犀6月，7月には一部植〔生調査の追加を行い，碕

時に植生図の作成を行った。表土移動の計測は
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Figure　1．　Location　of　the　st縦dy　siもe．

1993隼12月26日，1994奪4月29日，6月！8日，

7月22日，1！月28日の5回行った。また，土壌断面

言周査は1994年11月28日に実施した。

　群落調査は植物社会学的手法にもとづき，典型的と

おもわれる植分について植生調査（24か所）を行い，

テーブル操作によって群落単位を決定し，群落組成を

明らかにした。なお，群落単位は群集レベルで体系づ

けたが，調査資料が丹沢山の～地域に隈定されている

ため，群落レベルで扱ったものもある。植物の種名は

林ら（／961）と神奈川県植物調査会（1988）とを参考

にした。

　表層移動の計測は，植生調査を実施した代表的な地

点15か所に，各地点3～4本長さ60cmのポールを

30cm程度鉛澄に埋設し，その後ポールの定点に対す

る地表面の変動位置を定期的に計測した。

　土壌断面調査は，ペドロジスト懇談会編（1984）の

手法にならい，深さ50cmの試坑を掘削し，土壌層位，

土色，土性，礫含量，斑紋，腐植含有量，土壌構造，

土壌硬度，孔隙，乾湿，植物根について調べた。

3．結果および考察

D植物群落
　本調査地の植生はテーブル操作の結果，以下に述べ

る1群集2亜群集，2群落の計4っの群落単位に区分

。Q
50Kn

［9。

できた（表1）。なお，本文中の群落A～Cは，表1

の群落単位記号に対応している。

（1＞篇ヌカグサ播種地．4gro8ε‘sαめαstand（群落A）

　法面緑化にはカンガルーネットエの上にコヌカグサ，

シナダレスズメガヤ，カモガヤなどが播種されている。

調査資料を得た法面は播種後8年を経過しているが，

播種されたコヌカグサが高い三度で優占している。区

分種はコヌカグサの他，シナダレスズメガヤ，メドハ

ギであり，これらも緑化に用いられる種である。他に，

フジアザミ，イワニガナ，ヤマホタルブクロがみられ，

潜在的には次項にのべるフジアザミーヤマホタルブク

ロ群集の立地に類似していることがうかがえる。トボ

シガラの一種の植被が高く，その他アプラシバ，コア

カソ，ヨモギ，ノコンギク，イタドリ，ミヤマイボタ

などが混生している。

（2）フジアザミーヤマホタルブクロ群集αrsめ一

　　〇αrηpαπ厩ε加mん。πdoeπs‘s典型亜群集Typi－

　　Cal　SUbaSSOCiatlOn（群落Ba）およびバライ

　　チゴ亜群集Subassociation　of　R酌認‘ZZεcθ．

　　わrosαs（群落Bb）

　フジァザミーヤマホタルブクロ群集は，表層移動の

みられる立地に成立する草本群落で，丹沢地方をタイ

プロカリティとする群集である。：本調査地では，フジ

アザミ，ヤマホタルブクロ，イワニガナ，アプラシバ，



イワハタザォが優占し，これらを証徴種および区分種

としている。本調査地のこの群集は，立地と組成がア

ブラシバーイワニガナ群集と類似するが，アブラシバー

イワニガナ群集の原記載にはフジアザミがみられない

こと（村上，1984），分布が中部以西（宮脇・奥田，

1990）であることなどから，本群集と同定した。

　本群集は，バライチゴ，ウツギ，ホソエノアザミを

区分種とするバライチゴ亜群集（群落Bb）と，これ

らを持たない典型亜群集（Ba）とに分けられる。典

型亜群集は出現歯数が少なくr種組成はバライチゴ璽

群集より単純である。バライチゴ亜群集の区分種であ

るバライチゴなどの種群は，次項の低木群落のフジテ

ンニンソウーウツギ群落にも高い常在度で共通にみら

れることから，バライチゴ範群集はフジテンニンソウー

ウッギ群落に近似の立地上の群落と示唆される。

（3＞フジテンニンソウーウツギ群落（群落C）

　　Leμcosc¢ρ‘彫配ノαpoπご。郡m　f．δαr尻πeroe－

　　1）e砿zεαcrθπα’αcommunity

　高さ2～7mの落葉性の低木で構成される群落であ

る。オオバアサガラ，ヤマハンノキ，ニシキウツギの

低木やフジテンニンソウ，イワガラミ，タニタデなど

の草本の出現により他の群落と区分できる。また，高

い常在度でみられるウツギ，バライチゴ，ホソエノア

ザミはフジァザミーヤマホタルブクロ群集バライチゴ

亜群集と共通種である。調査対象とした群落のなかで

は構成種が他の群落より多様であり，最も発達した群

落といえる。

　以上の植物群落の全体の出現種数は群落Ba→Bb

→A→Cの順に多くなり，群落AはBbとほぼ同数で

あった（図2．）。

2）生活型組成

　図2は，各群落単位の構成種をラウンケアの7つの

生活型に照合させ，種数（実数）で示したものである。

各面物種の生活型は，宮脇・奥田（！994）にならい決

定した。全群落をとおして半地中植物（H）が優占し

ていた。個々の群落についてみると，群落Baは，地

中植物が比較的多く，一年生植物（Th）もわずかに

みられた。多年生植物が優蓋しており，最も多かった

のは半地中植物（H）であった。植生Bbでは一面生

植物はみられないが，磁性地上植物（N）と小型地上

植物（M），大型地上植物（MM）の木本植物がみら

れ，これらの生育により全体画数がBaより多い形と

なっている。群落Cは木本植物が全体の40％程度占

め，他の群落より木本植物が多いことが理解できる。

緑化法面の群落Aは木本の小型地上植物がわずかにみ
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図2　各群落の生活型組成
植生単位　A：コヌカグサ播種地，Ba：フジアザミーヤ

　　マホタルブクロ群集（典型亜群集），Bb：岡，バラ

　　イチゴ璽！群集，C：フジテンニンソウーウツギ群落

　　　　MM：大型地上植物，　M：小型地上植物，　N：駿

　　　　　　　　　　　　　　　H：半地中植物，G：

られるが，多隼草の半地中植物（H）が優占していた。

　各群落の構成種中の木本（N，M，　MM）の全極数

（実数）は群落Ba→A一今Bb→Cの順に多くなり，

フジアザミーヤマホタルブクロ群集は土壌の安定につ

れ木本群落に遷移することから，立地もこの順に安定

しているものと示唆される。

3）植生図

　植物群落の水平的な広がりを示す目的で1994年

7月現在に作成した概略的な植生図が示されている

（図3）。調査地付近に発達する森林植生のうち，ブ

ナ林はヤマボウシーブナ群集（凡例D）に，サワグル

ミ林はヤマタイミンガサーサワグルミ群集（凡例E）

と判定される（宮脇ら，1964．遠山，1986）。

　調査対象地の周辺はヤマボウシーブナ群集（D）に

囲まれており，一部ヤマタイミンガサーサワグルミ群

集（E）とスギ植林（F）がみられる。沢は通常時は

流水のみられない澗れ沢で，自然裸地の状態である。

沢沿いに崩壊性脳面がみられ，コヌカグサ播種地（群

落A），フジアザミーヤマホタルブクロ群落（群落
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Ba，　Bb），フシテンニンソウーウノキ群落（群落

C）か分布している。

　群落Aは，沢の南北両斜面にみられるか，南斜颪の

方か規模か大きい。群落Baは，緑化法藤の上部や，

表上魔失や上部からの表＝しの環積のある箇所にみられ，

多くは裸地からの最前線に位置している。群落Bbは

斜面下部に多くみられ，群落Baと隣接するときはBa

より裸地に対し後側に成立している。群落Cは，裸地
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（G）に対し群落BbやBaの後方のより安定部，ま

たはヤマボウシーブナ群集に隣接して分布している。

4）土壌断面

　人工法面の植生である群落Aを除いた3っの群落単

位の，典型的とおもわれる地点の土壌断面の概要は，

図4に示されている。

　群落BaおよびBbは，礫に富んだBC層を主体と

した土壌であり，A層は認められず土壌型は未熟土で

あった。群落Cについても礫混じりのBC層が主体で

あるが，表層に腐植に富んだA層が3cmほど堆積して

おり，土壌型は褐色森林土に近い未熟土と判定される。

　群落Baの土壌は，表層より7cmが乾燥しているた

めBC1層とし，その下の半湿状態の層位をBC2層と

して区分したが，乾湿以外の条件はほば同じでいずれ

の層位も礫に富み腐植に乏しい。

　群落Bbの土壌は地表にリターが0．5cm堆積してお

り，礫を主体とする層位をBC3層，それより礫量の

少ない層位をBC、，　BC、層とした。先の群落Ba同

様，礫が多く腐植に乏しい土壌である。

　群落Cの土壌は，地表にリターが厚さ3．Ocmとリター

の分解途中のF層が0．2cm堆積していた。腐植に富む
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図4．各群落単位の代表的な地点の土壌断面模式図

Figure　4．　Soil　profiles　Of　the　communities，
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A魍がみられ，BC層も先の植生Ba，　Bbより土色

が濃く腐植もやや多いと判断される。BC層には礫が

多くみられた。

　以上の結果，いずれの地点も，多くの土壌層位に礫

が混じり，A層は発達せず未熟土であった。群落Ba

と群落Bbの土壌は腐植が少なく礫が盛三体であり，群

落Cはロームがやや多く腐植も多めであった。これら

の土壌は生育する植生が形成したとは考えにくく，移

動し堆積した土壌の一しに，植生が繁茂するようになっ

たと考えられる。リター堆積は群落Ba今Bb→Cの

100
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一
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図5．群落単位別に示した年間の表層移動変動幅の割合

Figure　5．　Surface　soil　rnovernent　of　the

　　　　　cornm雛niもies，

順に厚くなるが，CではAo層にF層（リターの分解途中

の層）がみられ表層移動の少ないことをうかがわせた。

5）表層移動

　植物群落調査を実施した地点のうちユ5地点におい

て，表土の流失と堆積の経緯を約1年間にわたり計測

した。計測ポールごとに測定期間中の移動幅を5c醗以

下，5～！0cm，10cmを超えるの3段階にわけ，群落単

位ごとに頻度（％）で示した（図5）。

　群落Aではすべての測定ポール（！0個）の変動幅が

5c組以下であった。群落Baは10個のポールの50％

で10cmを超える変動がみられ，5～！0㈹が30％，

5cm以下が20％であった。群落Bbは10個のうち

5cm以下の変動幅が80％で，5～10cmが！0％，10cm

を超えるものが10％であった◎群落Cでは16個のう

ち5cm以下が94％で，残りの6％が5～10cmまでで　

あった。緑化法面の群落Aを除くと，群落Ba，　Bb，

Cの顧に表層移動の少なくなる傾向がみられる。

　各群落ごとの詳聞の地表高変動の様子を図6に示し

た。なお，！994年11月の時点で，群落Bbの計測箇

所のほとんどが砂防工事により消失したため，Bbの

H月のデーターは記載しなかった。

　群落Baは測定日ごとの変動が激しく，特に冬季に

表土が平均5．8cm堆積しており，その後は表土流失し

地表高は測定開始時（地表高Ocm）に近づき，1994年

！1月には平均1．4cmであった。群落Baは他の群落と

比較し，最も表層移動の大きい多い群落であった。群
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落Bbでは，冬季に表土が流失して地表高が平均1．7cm

下がったがその後堆積し，1994年7月には＋0．3c田に

なった。低木群落の群落Cでは，年間を通じて徐々に

地表高が下がる傾向がみられ，1994無7月には平均

！．2cm，11月には平均2．3cm流失した結果となった。

　三二定期において群落別の相対地表高の変動幅を比

較すると，4月では群落Baの地表高が5。8cmである

のに対し，他の群落は一〇，1～一1．7c醗であった。これ

らの値はいずれも平均値であり，新城（1986）になら

いF検定を行うと，4月の値は畦％レベルで有意であ

る。しかしながら，他の測定期では有意な差は認めら

れなかった。表層移動はポール別に変動幅をまとめた

結果（図5．）と，嘆月の測定値より，群落Ba→Bb

一・C命Aの順に少なくなるといえる。

　自然斜面の各群落構成種をみると，群落Ba→Bb

→Cの順に多様になり，木本植物が増える傾向がうか

がえた（図2，）。表層移動量も群落13a→Bb→Cの

順に滅少し安定度が増すことから，植生の成立と褒屡

移動は相関関係がみられ，表層が安定するにつれ群落

Ba→Bb→Cの順に遷移すると推察できる。以上の

ことから，本調査地にみられた崩壊三面の植生の単位

は，立地の表層移動に起因しているといえる。

摘　　要

　表層移動の著しい丹沢山三二の崩壊斜面において，

植生と表層移動，土壌三巴について調査した。崩壊地

植生はコヌカグサ播種地（群落A），フジアザミーヤマ

ホタルブクロ群集，典型亜群集（群落Ba），同バラ

イチゴ亜群集（群落Bb）およびフジテンニンソウーウ

ッギ群落（群落C）の4っの群落単位にまとめられた。

　緑化法弼の植生を除く3群落で土壌断面を調査した。

いずれの地点も崩積土由来の未熟土であるが，群落C

ではA層がみられたのに対しBaおよびBbではみら

れず，リター量も群落Ba→Bb→Cの頗に増え，表

土の安定性の程度を示している。

　四坐と表土変動に有為な差がみられ，自然斜繭にお

いては植生の成立に表土の安定さが重要な要因と考え

られる。表層移動は，群落Ba→Bb→Cの1腰に少な

くなり，立地は安定する傾向がみられた。表層移動量

が減少するにつれ出現二三も増加し，群落はBa→B

b→Cの順に遷移すると推察された。

　コヌカグサ播種地の表層変動は，自然斜面の群落単

位と比較するとほとんどみられず，法面の先端の一部

で表土流失があった程度であり，砂防上は効果がある

と考えられる。しかし，播種後8年を経過するがコヌ

カグサやシナダレスズメガヤなどが高い被度で覆い，

239

周辺からの侵入種は一部木本植物もみられたもののわ

ずかであった。自然植生を配慮した法面を造成するに

は，播種に用いる種構成や燈を考慮する必要がある。
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表1．植物群落の組成表（植物名の後のカッコ内の記号は生活型を示す）

Table　1．　Composiもion　of　plant　cQrnmunities．

A：コヌカグサ播種地　！191℃s‘lsα♂うαstalld

B＝フジァザミーヤマホタルブクロ群集　αrsぬ一σα1ηρα脇Zθ土窯ん。η40θ蔵s

　　a　：夢二型亜君門集　　Typical　subassociation

　　b：バライチゴ亜群集　SubassociatiQn　of　Rμ伽sご舵。6うrosαs

C：フジテンニンソウーウツギ群落　ムθωσosoερ‘1・㏄η々町）o配。ωηz　f．うαrδ読θ測θ一Dε碗z臨crθ几α‘αcomrnunity

Community七y塗e 群落区分 A

Serial　number 通し番号 1 2 3 4 5 6

Relev6　nurnber 調査番．号 15 圭6 圭3 14 圭7 5

Relev芭size（㎡） 調査瀬積 35 35 圭5 35 圭6 6

Aspect　　　　　　　　　　　　　　　　　　方位 S S S S S S

Slope（。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛頃斜 30 33 娃3 3圭 45 38

Hight・f　sh曲layer（m） 低木層の高さ ｝ ｝ 一 一 一 一
Cover　Of　shrub　layer　（％） 低木層の植被率 ｝ ｝ ㎜ ㎜ 　 ㎜

Hight　of　herb｝ayer　（m） 草本層の高さ 0．5 0．5 0．5 0．8 G．3 0．5

Cover　of　herb｝ayer　（％） 草本層の植被率 9G go 9G 100 70 30

Number　of　species 出現種数 1圭 11 13 三2 9 9

Differentlal　species　of　eommuniむy 群落区分種
ゑgros亡ごsα♂うα コヌカグサ（H） H 4・4 4・4 4・4 4・4 2・2 ．

Erαgrosごごs　oαr剛α シナダレスズメガヤ（H） H 圭・1 圭・1 圭・1 1・1 ・ 2・2

ムθ5Pθ4θ2αoα几θα‘α メドハギ（H） H 支・1 三・1 十 十 ● o

Character　arld　differential　species　of　ass． 群集一覧種・区分種
α1噛s砒ηzρ醐ρ己rα如規

辜Rじθrどss亡。♂o畷冶rα

ャｿrθκsαおμ配θηsごs

フジアザミ（G）

Cワニガナ（H）
Aプラシバ（G）

HE員 ：　十

奄P・2

堰D

「……………＝c一…『………－……－『－…

@　　　　1・2

@　　　　　．

十十零 十十腰 ＋『『

Cα即ωぬP押借α‘αvar，ん0π409蔵s
`rαδどs　sθrrα‘αvar．ノ｛zpoη磁

ヤマホタルブクロ　（H）

Cワハタザオ（H）

贅H i・ 十・2

@，
@　　幽・・幽幽

十・2

@撃

・i．i幽・凹幽8

Differen慕al　specles　of　subass． 亜群集区分種
R¢うμS潔♂θC∈めrOSμS バライチゴ（Ch） H o ， 十 ・ ， ・

Dθ毛焼ごαorθηαごα ウツギ（N） S ・ の ・ ● 陰 ，

H ， o o ・ 1・2 ●

αrsご磁1ηθ蜘sμ～η ホソエノアザミ（H） H o の 十 ， ・ ，

Differential　species　of　community 群落区分種
ムθαcσsc顔rα吻αp碗ご膿f．うαr伽㈹θ フジテンニンソウ（H） H ・ 陰 ・ 齢 ● ●

P‘㈹s甥礁鳩ρご磁s オオバアサガラ（M） S ● ・ 零 ， ． ●

H ， ・ o ・ ・

〆UπμSんかs碗αvar．　Sめどノゼ0α ヤマハンノキ（MM） S ・ ・ ・ 齢 o ●

H ● ． ● o ・ ・

8ぬgoρんrα9配α砂4r侃920どゴεs イワガラミ（MM） H o ・ ● ・ ・ ・

wθ‘9θ♂α46corα ニシキウツギ（N） S ● ． ● ． o の

（）ごノ℃αθα　θrμうθSCθ几S タニタデ（H） H 十 ・ ・ ・ ・ ・

CQmpanions 随伴種
Boθん1ηgrどα5ρ‘cα6α コアカソ（Ch） 員 十 1・2 十・2 1・2 1・2 十・2

Fθs6αcαsp． トボシガラの一種（H） H 2・2 1・圭 1・1 2・2 3・3 3・3

．4r孟θ1庸ごαρ1ゼ耀ps ヨモギ（H） H 1・2 1・2 o 十・2 1・1 1・2

《S亡θrα9θブα‘oεdθsvar．0びα伽 ノ：コンギク　（H） H ， ・ 十 十 陰 ●

M‘S〔⊃απ古んμSSぬθ児SどS ススキ（H） H 1・2 1・2 十 圭・2 o 十・2

P吻go肥ητc雄膨dα‘α～η イタドリ（G） H ● 十 ● ・ 陰 o

αεπoρoゴ‘こ乙η1ητごorαπ漉α肌 イヌトウバナ　（H） H ● ● 十 ・ 燭 十・2

Cα♂αηzα9～『os‘どsんα々。几θηsどs ヒメノガリヤス（員） H ， 脅 ● ・ ・ 齢

7心b勧ノη即θノLS シロツメクサ（H） H o ・ 1・2 十・2 十・2 十・2

ゐε9μS‘rα肌孟SOん01τOS観ど ミヤマイボタ　（N） S 陰 ・ ・ ． ● o

H ， o ， ・ ・ 齢

βθ副αgros8α ヨグソミネバリ（MM） S】 陰 ● ● ○ ・ P

伽δ昆Sρα伽α嬬var，00ρε0ρんy磁8

σαだμ照sノαp傭。α

α一二sノ¢ρ傭。α

Dαo削どsg♂oれθrα‘α

cαz：顔αs若s伽氾os履
θθπ亡ごαπα5Cαうrαvar．δαθノ：9θ厚

A亡んツ磁肌yo免osceπse

Oψs〃Lθ肥s槻伽α雄。♂伽
夕山んツπαZηP）1CηosorαηZ

αθ濡α亡ごsαρむ。伽

ερかαεαノ¢ρo厩。α

E！叩ごθ～θαρ0ごyαπ〔かα
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出現美回の種　A．ISQ　in：

　通し番．号Serial　no，1．：乙θsρθ（たεαδαθ㎎θ擁キハギ（N）H一＋，　in　no．4：Poαρrα‘επ画sナガバグサ

　（H）H一十，in　no．7：E♂sん。～6読αcご∠‘α6αナギナタコウジュ（Th）H一十，　in　no．11：Fεs臨。ααrωπ読παcεα

　オニウシノケグサ（H）H一＋，in　no．14：0α〃詑α刑ραノα∫）o痂。αムラサキシキブ（N）H一＋，　in　nO．17：

　〃yρθr∠α〃ηんα々。πθπsθコオトギリ（H）H一＋，．4仇μ8／ケηzαヤシャブシ（M）H－1・2，Rん040ゴθπ（か。η

　々αθ1η翻erlヤマツツジ（N）H一十，　in　nQ，19：Cαrεκ観06θ！τs∠8テキリスゲ（H）H－1・2，　Poaceae

　sp．イネ科の一種（m　H－1・／，避酌αs濡θsogα飢sクロイチゴ（N）H一十・2，　R酌μs　crα蝕θgヴoZ砒s

　クマイチゴ（N）H一＋，in　no．20：σα♂砒ηzん論αη協g㏄rαキクムグラ（H）H－／・2，　Gα♂如ητρogo一

　παη〃z酬ηヤマムグラ（H）H一＋・2，メ11一μπcμs410‘oα8　var．オθημヴoZ砒sヤマブキショウマ（H）H一十，

　／⊃♂α配αgoαsご碗必αオォノくコ（H）H一＋，7θμor砒ηz　o‘8cど（∫πητvar．ηz殉㏄θ∬αημηzッルニガクサ（G）H一

　＋，i．nno．21：．Dθ碗鏡αscαわrαマルバウッギ（N）S－4・4，inno．22：0♂θηzα麗ssオαπsクサボタン

　（N）H－1・1，揚↓oπ）η7協s／or伽肥1、1ar．1一α読。侃sツルマサキ（M）H一＋，∫）ご陀αんα襯α碗　ミズ（Th）

　H一÷，／）o‘ygoπ配襯（∫θわご飽ミヤマタニソバ（Th）H一＋，ノ鷺ん：yr認ηzπ4ρo！z∠c昆ητイヌワラビ（G）H一

　＋，i．n　nQ．23：Rosα臨。‘αeヤマテリハノイバラ（N）S－1・1．，　Osη慨陀dαプ（砂○航。αゼンマイ　（G）H一

　牽，ん読ゴθrαμ襯わθ〃α6αクロモジ（N）H一＋，Ac‘ご厩読ααrg碗αサルナシ（M）S一＋，7r6c：yrオお

　1ηαcノ・oρ04αヤマホトトギス（H）H一＋，Zαπ6／zoκy∠ωmpφθr‘‘膨襯サンショウ（N）S一＋，　in　nQ．24＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼
　Cα♂α1ηαgノ℃s‘ごsαrμπ4ご几αc6αvar．わrαcん）ノ6r‘oんαノガリヤス（H）H－1・2，　Prθηα鷹んεsαoθrび。麗αフク

　オウソウ（G）H－i・2，∫）αrαわθπ20尻ρrαεcoつじアプラチャン（N）S一＋，∫）θ‘αs詑θsノαpo磁。ωsフキ

　（．G）H一十，ハsご∠始θ読μπわθノ・g∠‘アカショウマ（H）H一十，ムαpoノ・‘θαb配わ癖rαムカゴイラクサ（H）

H一ト，．始1θsル・ノηαモミ（MM）H一＋．


